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新型コロナウイルス関連 緊急調査（その２）の最終とりまとめの情報提供 

 

日ごろから一般社団法人全国児童発達支援協議会（CDS-Japan）の活動にご理解とご協力を賜

り厚くお礼申し上げます。 

さて、先般情報提供をさせていただいた新型コロナウイルス関連 緊急調査（その１）に

続き実施しております、第二弾緊急調査の最終報告がでましたので、情報提供いたします。 

全国一斉の臨時休校期間が２週間を超え、子どもたちの生活リズムや情緒面への影響、事業

所職員の状況などについての調査結果となります。 

なお、引き続き実施します緊急調査（その３）では、事業所の運営状況を中心に調査し、今

後も情報提供させて頂く予定です。 

 

調査の概要 

実施時期：2020年3月15日（日）から2020年3月25日（水） 

実施方法：ＷＥＢによるアンケート調査、CDS-JapanＨＰでの告知 

アンケート回収数：124件 

 

共通項目                                                          

 

回答者について 

 

 

 

 

 

北海道 49.19%

東北 2.41%
関東甲信 7.25%

東海北陸 22.58%

近畿 4.83%

中四国 3.22%

九州 9.67% 不明 0.80%

事業所の所在地

北海道 東北 関東甲信 東海北陸 近畿 中四国 九州 不明



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



放課後等デイサービスにおける実態                                           

＜子どもたちの状況等に関して＞ 

 

 

 



 

 

＜保護者さまの状況等に関して＞ 

 
 

 

ドライブ 



 

 
 

＜職員の状況等に関して＞ 

 

丁寧に話を聞くなど家族⽀援を増やしている 



 
 

＜学校における対応及び動き等に関して＞ 

 
 



 
 

＜行政における対応及び動き等に関して＞ 

 

 
 
 

市町村独⾃の通知を出している 

事業所の⼤変さを分かってもらっている 



児童発達⽀援における実態                               
 

＜子どもたちの状況等に関して＞ 

 

 
 
 



 
 

＜保護者さまの状況等に関して＞ 

 

 

ドライブ 

丁寧に話を聞くなど家族⽀援を増やしている 



 
 

 

＜職員の状況等に関して＞ 

 



 
 

＜学校における対応及び動き等に関して＞ 

 



 
 

＜行政における対応及び動き等に関して＞ 

 

 
以上 

市町村独⾃の通知を出している 

事業所の⼤変さを分かってもらっている 

連携会議の開催 


